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［留意事項］　
１）対話への出席者は、１法人（又はグループ）につき担当者を含めて５名以内としてください。
２）文字フォントの種類は指定しませんが、読みやすいものを使用し、文字フォントサイズは10ポイント以上としてください。
３）次頁以降の（１）～（15）の対話項目・内容にお答えいただけない項目･内容があっても構いません。その際は、空欄として頂いて構いません。
４）「対話資料」の他に別途提案書を提出頂いても構いません。その場合、Ａ４版とし概ね１０枚までとしてください。
【余剰地エリア】
１． 余剰地活用の可能性や課題について
	問１　市は、余剰地について地域に資する活用を期待しています。貴社（貴社のコンソーシアム）が余剰地活用を図る場合、どのような事業内容が考えられますか。市場性と合わせてお答えください。（あてはまるものに〇）

	市場性

非常に高い

高い

低い

見込み
にくい

その他
（具体的に）

１．住居系施設

２．飲食系施設

３．生活利便（商業）施設

４．医療・福祉施設

５．その他（具体的に）



	問２　余剰地エリアにおいて、希望する手法についてお答えください。（該当するものに〇）

	（1）購入（　更地　・　建物付き　　）

(2) 賃借（  更地　・　建物　）




	問３　余剰地活用について、望ましい場所、敷地規模、事業内容をお答えください。（資料「エ．土地利用のイメージ」を参照願います。）

	余剰地

場所の
魅力※

望ましい
敷地規模

建物用途
・
事業内容

進出の権利形態
売却・貸付条件（更地・現状有姿等）
及びその理由

４－５エリア

・全部
・一部（　   ㎡）

４－６エリア

・全部
・一部（　   ㎡）
６－１エリア

・全部
・一部（　   ㎡）
６－２エリア

・全部
・一部（　   ㎡）
７
エリア

・全部
・一部（　   ㎡）
※場所の魅力　〇：積極的に活用したい　△：条件次第で活用したい　×：魅力を感じない

	２．参加意欲について

	問４　本事業への参加意欲をお答えください。（１つに〇）
　　　また、参入障壁が生じている場合は、その理由をお聞かせください。

	（1）積極的に参加したい
（2）参加したい
（3）条件によっては参加を検討したい

（4）参加できない
（5）その他（具体的に）
理由



	問５　建替エリアにおいて、官民連携（PPP/PFI）の導入について参加意欲をお答えください。
（１つに〇）
参入障壁が生じている場合、はその理由をお聞かせください。

	（1）積極的に参加したい
（2）参加したい
（3）条件によっては参加を検討したい

（4）参加できない
（5）その他（具体的に）
理由



	問６　事業実施に向けての課題、スケジュール、その他ご意見、ご要望をお聞かせください。

	

	３．その他

	問７　懸案事項、発注者へ求める条件等がありましたら教えてください。

	

	問８　公営住宅における施工・維持管理・PFI事業等の実績があれば情報提供願います。

	

	問９　本事業の実施するにあたり、市内企業・団体等との連携について、どの事業範囲・業務分野において可能と考えますか。

	

	

	自由意見

	


［留意事項］　
１）対話項目・内容ごとにＡ４版・１ページ使いとする必要はありません。ひとつの対話項目・内容に対する意見・提案が複数ページとなること、または複数の対話項目・内容に対する意見・提案が１ページに記載されていても構いません。
２）余白や枠の大きさは、適宜増減しても構いません。ただし、Ａ４版に納めてください。
３）文字フォントの種類は指定しません。ただし、読みやすいものを使用し、文章・タイトルの文字フォントサイズは10ポイント以上としてください。
